第26回　施設処遇検討会議　議事録

H20.11.10　13:30～15:00

青山荘交流室

出席者：秋山S.G.M・三浦理見・原佳伸・馬渡道伸

小笠原嘉紀・上平ユリ子・出貝梢・中村文洋

(欠席者：千葉Ｃ.Ｅ.Ｏ・長谷部Ｓ.Ｇ.Ｍ・清水Ｓ.Ｇ.Ｍ・小坂和子・青山紗耶香)
記　録：中村文洋

議題

１：助川　隼人　様（青明舎利用者様）の処遇について

２：平　京子　様（青山荘入所者様）の処遇について

３：上岩　英治　様（青風荘入所者様）の処遇について

１：助川　隼人　様（青明舎利用者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　合併症：なし

＜問題点＞
①就労支援

介入方法

※生活の安定に伴い、日中活動として就労訓練を開始する。「継続的な就労」を目標とし、本人の希望に沿った形で就労を訓練から開始する。

· 今後の主な就労先を幾つか挙げ、それぞれの具体的な支援計画を作成する。

※現時点で挙げられる案としては、入居中のパンションリヴィエラでの継続的な就労。

· 本人の状態に合わせて、社会適応訓練についても検討する。

これまで短期間でしか就労を行えずにいたため、飽きやすい。そのため、就労・訓練に当っては本人のモチベーション向上のための支援策を検討した上で段階的に実施する。（例：給与の代わりにパンションでの食事代金半額…等）

②生活支援

【金銭管理】

パンション引越し後、時間を持て余しゲーム機器やレンタルDVD、菓子に無駄遣いが多くみられた。そのため、生活保護受給後に必要な生活費を細かく挙げ、金銭使途と額について具体的な金額を出し本人と確認する。また小遣い帳の記入も検討する。

【社会資源】

11/6（木）外来受診時に、自ら希望し精神障害者手帳の申請を行ったとのこと。手帳発行により受けられるサービスについて同行申請を行う。（八戸市無料バス券、携帯電話の購入等）

＜評価＞
本人は長期的な就労を行いたいという希望を持っているが、仕事に対しての集中力の無さと飽きっぽさが窺える。このことから、本人の労働意欲を高める為にも、本人にあった就労支援先を挙げ、具体的な就労支援を計画・作成、本人の状態に合わせた実施が必要になってくる。また、本人は、金銭の使用に関してゲーム機・ＤＶＤや菓子の購入に多くを費やしている。このことから、金銭管理については、小遣い帳を付ける等して金額・用途を本人と確認、金銭使途について改善を行っていく。
２：平　京子　様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：社会不安障害　　　　合併症：なし

＜支援内容＞

①整容面（継続）～髪型、服装～

介入方法

○身だしなみを整えることの習慣化

· 美容室や髪染めを定期的に行う事で、整容の大切さを実感していただく。

· 整容の必要性について資料や例をあげながら、適宜に説明を行い、理解を深めてもらう。

· いつも同じ服を1週間程着続けていることがあるので、現在持っている衣類をどの位のローテーションで着まわして行くか、こまめに洋服を替えて着用するように促していく。

思考に偏りがあり、自分に興味があるのは使うが、自分に必要がないと思っているのに使いたがらない傾向がある為、生活において必要があることを認識していただく。

②健康管理（継続）

○負傷時の対応

負傷した際、適切な対応をとらずに職員が気付くまで放置状態だったことから、職員と共に対応策について学習し、現実検討能力を上げて負傷の際の行動に役立てる。

○予防接種

インフルエンザの予防接種を拒んでいることから、今後、予防接種に関する疾病表室を行い、理解を求めていく。

○服薬管理

現在、服薬自己管理で、服用の際スタッフが確認を行いチェック表に印をつける方法をとっている。

問題なく服用できていることから、チェックシートを止めてスタッフ確認のみに切り替え、最終的には担当医と相談を行いつつ、可能であれば自己管理できるように移行していく。

③金銭管理　　

○計画的な金銭管理

美容院代など大きな出費は本人の預金通帳から臨時で使うようにし、生活は1万5千円でやりくりするように促していく。

今後はお小遣いの内訳をスタッフと共にふりかえり、今のお小遣いでも使える範囲でシュミレーションを行い、計画的な使い方が出来るように促す。

＜評価＞

本人は、外出などの行動範囲の拡大と共に、整容面についても整髪を行うなど改善が見られている。しかし、一方で１回の外出で衣類・食事などに自身の小遣いの約半分（8千円）を使うなど、大きな浪費が見られる。又、小遣いが足りなくなると、職員へ小遣い額を上げることを求めてくる事もある。このことから、今後は本人が小遣い（１万５千円）内でやりくりが出来るよう、金銭使途についての振り返りを行い、金銭使用の計画性を身につけてもらうよう支援を行っていく必要性がある。

服薬については、現在本人は病識が無い事から、今後も職員による服薬確認を継続していく。

３：上岩　英治　様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：難治性胃潰瘍・白内障・糖尿病（18単位）・高脂血症

＜問題点＞

1 対人関係

　（コミニュケ－ション技術が未熟な為、スム－ズに会話ができない。自分に都合の悪い話しだと睨みつけて独語する。）

　介入方法

· 独語・睨みがエスカレ－トする場合はスタッフが声をかけ、話しを聞きながらその理由を確認する。

· 他者に、その行為が向かっている際はトラブルにならないようにスタッフが介入し、本人の話を聞く。（対処法がある場合はアドバイスする。）

・
現状について振り返り、本人様が何を要求しているのか、何か言いたい事があるのか引き出していく。

2 病気に対して（糖尿・合併症）理解がない。

介入方法

・　定期的に体重測定を行い現状の確認と健康に着いての意識付けを図っていく。

・
自分で間違えた解釈をしており、健康プログラムや必要であれば個別学習を通して糖尿病の自己コントロールの方法を自分の技術として獲得できるよう学習する。定期的に評価を行い、自己スキルアップの目標として設定できるように介入していく。

・
おやつ購入前・購入後に本人と内容を確認し、アドバイスする。

・　検査数値に注意しながら、外来受診時にDｒからの指導を依頼する。

3 基本的な保清ができない。

・
保清の必要性について説明し、自己の現状を振り返る機会を多く設定する。本人様にいつ着替えたのか、また今、着用している衣類は何日着ているのか声かけしていく。

・　入浴は短時間で済ませる為、入浴時に声かけする。洗濯が滞っている場合はさり気に声をかける。

・
時期に合った服装であるか、周りと調和がとれているか、本人に確認して頂く。また、勉強会で学習する。

＜評価＞

本人は間食について菓子の購入が過度になることがあるが、健康プログラムの実施から、体重が５月から比べ、２キロ弱減少している。今後も、健康プログラムを継続していくことで本人の体重管理を行っていく。

又、健康管理について、青風荘での小遣い以外にも、本人は保護者から小遣いを受け取っていることがあり、これを本人は菓子の購入へと充てている。糖尿病である本人にとって、必要以上の菓子の購入と摂取は好ましくない。このことから、保護者の方へも生活訓練についての説明・理解を促していく必要がある。







